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（2024年3⽉15⽇配布予定）

ときがわカンパニー合同会社は、2016年1月に設立されました。
設立目的は「ときがわ町に、人が集まり、仕事が生まれる」状態を創ることです。そのために、
「仕事を自ら創り出せる」ミニ起業家を支援し、彼らが活躍する事で、ときがわ町や近隣地域に、

どんどん新たな仕事が生み出され、人が集まってくるような状態を創れればと考えています。
皆さんのご支援よろしくお願いします。

ときがわカンパニー合同会社がやっていること

発⾏：ときがわカンパニー合同会社 ⽂責：関根雅泰（せきねまさひろ）
住所：355-0343 埼⽟県⽐企郡ときがわ町五明1083-1 電話・FAX：0493-65-5700 （すみません、外出が多い為、留守電
にメッセージをお残し頂ければ、こちらからお電話します。 ただ、メールの⽅が連絡が取りやすく、ありがたいです。）
URL： https://tokigawa-company.com/ メール：info@learn-well.com

ときがわカンパニー（同）代表の関根雅泰（せきねまさひろ）です。
月1～2回の頻度で、この「ときがわカンパニー通信」を発行し、活動の様子を、
皆さんと共有できたらと考えています。どうぞよろしくお願いします。

（右の写真は、ときがわ町役場本庁舎前にある「ときがわ町起業支援施設 ioffice」です。）

はじめに

比企起業大学・比企起業大学大学院 卒業生インタビューvol.２３
比企起業大学２３春 中島 努さん

2017年にスタートした比企起業塾。その後、比企起業大学・大学院へと進化を遂げ、卒業生は65名となりました。このコーナー
では、卒業生の声とその後の活動内容をお届けします。今回は、比企起業大学23春の中島努さんです。

比企起業大学２３秋「２月ゼミ」を開講しました。

●藤原さん（ときが
わ町で半農半X）
ときがわ町に半農半

Xを目指し移住。個
人向け本の作成・編
集事業をスタート。

●藤原さん（キャンプ場経営が目標）
・目指すキャンプ場のイメージ画を作成。
自然との調和も考慮したい。

・YouTubeを2本アップ。小屋づくりの作業
風景や上サスケート場について。
・キャンプ場候補地（山林）を3件以上視察

に。東秩父など。

●神山さん（ときがわでトカイナカハウス）
・トカイナカハウス「都会と田舎をかき混ぜ
る」というコンセプト。

・地域のセンターになる。地域の仲間づく
り、文化づくりが大切だと実感。
・少年スポーツ団を招聘。サッカー場、野

球場等、使える施設も、ときがわ町には多
い。

・3月にトカイナカハウスで移住者ツアー実
施。

●浅沼さん（嵐山町
でお花教室や販売）
嵐山町在住。「たぬ

きのねどこat flowers」
という屋号で、お花の
販売や教室を開講。

●金井さん（ITビジネスを検討中）
・ポートフォリオを作成し、公開。企業サン
プルページも作成し、メルマガも送付。↗

●はまちゃん（宮城でカウンセリング）
・金井さんに相談し、LP作成。
・内省空間サウナの候補物件を見学。

・2月に、ときがわ町に訪問し、比企起業大
学メンバーと会った。今後もコラボしていき
たい。

・講師業が本当にやりたいことなのか、収
入をどう確保するのかが悩み。

−比企起業大学に入学したきっかけは？
総長の関根さんが、この「ときがわカンパニー通信」を以前よ

り、うちの新聞販売店に配布用として毎月持ち込みをしてくだ

さっていたんですよ。そうしたら「空気式カヤックって何です
か？」って話しかけてくれて。後日、カヤックも乗りにきてくれた
し、ツアーにも参加してくれました。関根さんに「経営は初めて

なので苦戦してます」って相談したら、比企起業大学を紹介し
てくれました。

−今後の展望、やりたいことはありますか？

●佐藤さん（元教員。木工品を製作）
・ヒノキのトレーをトカイナカハウスに納品。
ときがわ食堂で使ってもらっている。香りが

よいと評判。
・ときがわ町の工房開きの準備。仲間から
アドバイスをもらいながら、進行中。

・まずは行動。SNS発信も勉強しながら
やっている。

・子どものいる家庭に聞き取りを行い、製
作開始。

2024年2月23日（金）18時～20時、比企起業大学23秋「2月ゼミ」を開講しました。講師陣、学部生との意見交換の場です。今回も、
6名の学部生全員が参加しました。

比企起業大学大学院第７期「ゼミ（５）」を開講しました。

今月の課題本
日野 佳恵子著
『クチコミュニティ・マーケティング』

＜近況報告＞
●浅沼さん
・気持ちの浮き沈みのある1ヶ月だったが、

「よそ見をせず、お客様を見る！」と決め
て頑張った。
・お花の教室、70人達成！

・「必ず満席にする！」という強い気持ちで
やったら、潮目が変わった。

●藤原さん
・ご家族への本作成を受注。
・ペット本を作成中。まもなく発注予定。と

きがわ材使用の箱をを依頼。和紙ケース
も検討中。
・肩書、看板表現を検討中。「エディトリア

ルデザイナー」。
＜読書会議＞
●浅沼さん
・ｐ168「語り部を増やす」

・どのような想いでやっているかを、話さな
ければお客様はついてこない。
・お花教室をやりたい人が3人いる。将来

的には、「チームたぬき」をつくりたい。
●藤原さん

・p190「消費者自身はニーズを分かって↗

＜約束合意＞
●浅沼さん
・「チームたぬき」を発足。想いを伝え、

合意を得る。
・自分の中の最終形態を作り、3/16の
活動報告会に発表する。

●藤原さん
・サンプルを、印刷、製版、木製の箱に

つめて、お客様に見せられるよう仕上げ
る。
・レイアウトの仕事複数を進める。

2024年2月17日（土）13時30分～16時30分、比企起業大学大学院 第7期「ゼミ（5）磨き合い会」を開講しました。今期は、浅沼さん
（比企起業大学22秋生）と、藤原あいかさん（比企起業大学23春生）のお2人に対して、講師4名でサポートしていきます。

−比企起業大学に入って良かったことは？
人脈が広がった上に、前向きにいろんなことを考えられるよう

になりました。比企起業大学の仲間が、カヤックやツアーに来て

くれて、自分のやっていることに自信をつけさせてくれたんで
す。関根さんと出会えたことが、人生の大きなターニングポイン
トとなりました。「人に感謝をすること」。当たり前だけど、大切な

ことを実感として学ばせてくれた恩人です。

●増田さん（経営学を教える大学教員）
・中国人留学生用の大学院進学塾の
バックエンド商品（カリキュラム案）作成。

・中国人に向けて、日本語学校を経営し
ている方と会った。何割かは、大学院に
進学したい学生もいるそう。卒業後の進

学先として考えてくれるかも。

＜事業会議＞
●浅沼さん
・営業に行った経験がこれまでなく、毎回

ドキドキしてしまう。考えすぎて、行けなく
なってしまう。
・嵐山、東松山、熊谷あたりを営業し、守り

を固めていきたい。
（講師陣よりアドバイス）

→定期的にお花を持って訪問を。
●藤原さん
・人間関係をつなげていき、話を丁寧に

聞き取り、「お願いします」になるような行
動をしていきたい。
・本を作ることが任務だと思っている。本

は「モノ」であるが、商品としては「コト」で
ある。
・今回でゼミが最後なので、少し不安もあ

るが、今後は「お客様が1番」という考えを
元に、地道に活動を行い、伝えていきた
い。

Sherpa さんのカヤックやハイキングにご興味のある⽅はこちら！

−自己紹介をお願いします！
出身は、嵐山町です。実家は、新聞
販売店を営んでいます。小さい頃か
ら負けず嫌いで、マラソン大会や運動

会の短距離走も「早い人には負けな
い！」という気持ちで日々練習に励
み、達成できるよう努力してきました。

中学校から陸上部に入り、砲丸投・走
幅跳・400Mという3つの競技の合計で
競う「三種競技B」を選択。全国大会

に出場しました。高校でも引き続き陸
上部に所属し、今度は400M走専門
で頑張りました。高校卒業後は、日本

体育大学に進学します。
体育教員を目指していましたが、新聞配達業を営んでいる父
親の指導もあり、都内の新聞販売店に就職することになりました。
その後、嵐山に戻り、平成26年からときがわ町の新聞販売店で

働いています。

その後、水上町に通いながらガイドにな
るためのトレーニングを始めました。やが
てガイドとなり、水上町常駐で働いていた

時期もあります。学生からファミリーまで、
あらゆる層のお客様をガイドしてきました
が、徐々に、競合も増えてきて価格競争

等、厳しい現実とも向き合わなければなら
ない時もありました。↗

現在は、ラフティングインストラクターの経験をもとに「sherpa」
（シェルパ）という屋号で、ときがわ町や嵐山町を拠点にカヤック
やハイキング、低山登山ツアーなどを展開しています。

−人生の転機は？
30歳の時に偶然出会ったラフティングが、自分の人生を変える

きっかけとなりました。新聞業の傍らで何かアルバイトをしたいと、

求人を見ていたら、ラフティングインストラクターの募集があった
んですね。経験はありませんでしたが、やってみようかなと軽い
気持ちで応募したんです。そうしたら社長から電話があって、

「やってみるかい？○日に水上町においで」って言われたんです。
それで数日後、水上町で初めてラフティングをやってみたんです
よ。そうしたら、波にバンバンつっこんでいく感覚がすごく気持ち

よくて！澄んだ川の水を思いっきり浴びて、巨大なウェーブを皆
で乗り越えた時の爽快感が、達成感につながる瞬間が最高に楽
しかったですね。

「出張カヤック」をやってみたいと考
えています。現在、嵐山町やときがわ
町でカヤックをしていますが、遠方の

方は、こちらに来なくてはできないん
です。近所の使用可能な川などでで
きたら、気軽に体験してもらいやすく

なるのではないかと考えています。
また、昨年12月にときがわ町で開催した、フェスを今年もやり

たいと構想中です。自身の事業だけではなく、他業種の人も助
けられるような、地域に根付いた会社経営をしていきたいと思っ

ています。

H.P X（エックス） Instagram

いない」
・プロトタイプを出し、口コミで広がる。
・案件に応じて、誰を満足させるか変わっ

てくる。

・地域性の創出、地域課題との関連付けを
どのようにしたらよいのか。
・地域での顧客の作り方が課題。

「比企起業大学23秋」が終了！
今回のゼミをもちまして、比企起業大
学23秋のゼミが全て終了となります。お

疲れ様でした！卒業後も共に学んで、
行動していきましょう！

https://tokigawa-company.com/
mailto:info@learn-well.com


最後まで読んでくださり、ありがとうございました。
次は第72号で活動を報告します。お楽しみに！ (編集：トキノキオク舎 風間ユカ)おわりに

◎ときがわ町起業⽀援施設 iofficeでの「有料起業相談」のお申込みについて
「ときがわカンパニー」のブログに、「代表 関根の大まかなスケジュール」が出ていますので、そちらを確認の上、

「フォーム」からお申し込みください。（1回 約1時間 3,300円。 比企起業大学・大学院 関係者は、1回1,100円）
24時間、365日 いつでもお問合せ可能です。

本屋ときがわ町とは？
「本屋のないときがわ町に本屋さんを！」

という想いで2019年4月にスタートしまし
た。個人が自身の蔵書を出店者として持ち

寄り、お客さんに直接販売をして頂きま
す。
更に、今年1月に「ミニ起業家が集う場」と

して、リニューアル！本以外にもキッチン
カーやワークショップなど、出店してくださ

る方を募集しています。出店者としても、
お客さんとしても是非お気軽に
お越しください。

トキノキオク舎通信vol.21
「トキノキオク旅〜⼩川町路地裏編〜」 を開催しました！

「本屋ときがわ町」からのお知らせ

第６０回「本屋ときがわ町」を開催します！

日時：2024年3月17日（日）10時～15時
場所：起業支援施設ioffice（ときがわ町役場本庁舎前）

毎月第３日曜日は、「本屋ときがわ町」！

・出店者も、募集中！（出店料1日1,100円 比企起業大学関係者1日550円）
・気軽に、本屋のみ見に来て下さることも可能です。
・イベント参加の場合は、別途、参加費が必要になります。

・ワークショップや飲食系出店も、お気軽にご相談ください。

本屋ときがわ町の
詳細はコチラ

こんにちは！⽐企起業⼤学⼤学院3期卒の⾵間ユカです。トキノキオク舎として、⽇本⺠俗学を通し、⽐企地域
に残る⼩さな伝統⾏事や⾵習を、楽しく、分かりやすく、伝える活動を展開中！
2⽉15⽇（⽊）にトキノキオク旅〜⼩川町路地裏編〜を開催しました。

（トキノキオク舎 ⾵間ユカ）

2024年2月18日（日）第59回「本屋ときがわ町」を開催しました。2月にしては暖かな陽気の中、今回も子どもから大人まで幅
広い年齢の方が出店・参加をしてくださいました。

第５９回「本屋ときがわ町v.２」を開催しました。

トキノキオク舎
Instagram

（@tokinokiokusha)

本屋ときがわ町
Facebookグループ

●出店者紹介
（１）【初】sally’s collection & kazu’s bookshelf
（２）雑本のFull本屋＆トキノキオク舎

（３）本屋ときがわ町 ioffice店
（４）小麦の奴隷 ときがわ町店（パンの販売）

2⽉の開催でしたが、この⽇は⾵もなく暖かな陽気に恵ま
れました。通常は⼥性限定で実施しておりますが、今回は企
業様の視察があり、珍しく男性の参加者様が！⼩川町駅周辺
にも、⼀歩路地裏に⼊ると、魅⼒的で不思議なものがいっぱ
い！ガイドブックには載っていない、スポットを解説パネル
＆オリジナルしおりでご案内させていただきました。

本屋ときがわ町に、この「ときがわカンパ
ニー通信」ご持参の⽅は、本（関根の販売する
しるし⼠本の⽂庫or新書）を1冊プレゼント！

プレゼント企画！

⽐企起業⼤学総⻑の私が「⼤
切だな」「参考になる」と、線
やメモを記⼊した世界に1冊し
かない「しるし」の⼊った本で
す。ビジネスの参考にいかがで
しょうか？（本の種類によって
は、しるしの⼊っていないもの
もあります）

●法政大学G-MBAときがわチーム中間報告発表会「女性と起
業」
法政大学G-MBAときがわチームが「女性と起業」というテーマ

で中間報告発表をしてくれました。ときがわチームは、これまで比
企起業大学の詳細な調査のほか、女性起業家へインタビューを
行い、その研究成果をまとめてきました。その研究のみならず、比

企起業大学の新たな可能性までも発表していただき、本当に勉
強になりました！ありがとうございました！

比企起業大学２０２４年春期生を募集しています！
今期の比企起業大学・大学院も卒業式を迎え、卒業生は65名となりました。卒業生同士のコラボ事業や助け合いなど、比企起

業大学の「つながり」も広くなってきています。地域で小さく起業を考えている方、わたしたちと共に学びませんか？4月2日（火）18
時まで、入学願書を受け付けています。オンラインでの入学式は、4月5日（金）18時～19時の予定です。講座内容や応募方法は、

比企起業大学ホームページをご覧ください。

対象：起業について真剣に学びたい人

（高校生、大学生、会社員、専業主婦、新規事業を検討する既存事業者等）
人数：定員 6名
目的：地域での起業の仕方を学ぶ
目標：修了時に、起業家マインドを獲得
期間：5か月間 春学期 24年4月～8月

方法：ネットを活用した自己学習と、月1回2時間のZoom意見交換会
学費：一人 6万円＋税 （特別講座・リアル講座は別料金）

（課題本もご自身で購入ください）
特長：
・比企地域での起業に特化

・年収300万～1,000万円規模のミニ起業家育成が専門
（スタートアップや多店舗展開の支援不可）
・人材育成の専門家が直接指導 （講師は、関根・風間の２名態勢）

トキノキオク旅のスケ
ジュールや申し込みは
Instagramへ！

＜本屋ときがわ町に来てくださった方々＞
・ずこちさん（比企起業大学おうち起業部 講師）
・トムさん夫婦（比企大23春）

・あいかさん（比企院7期）
・浅沼さん（比企院7期）
・ひかりさん（比企大23春）

・金井さんファミリー（比企大23秋）
・藤原さんファミリー（比企大23秋）
・内田さん

・Sくん（ときがわ町）

⽐企起業⼤学
ホームページ

h"ps://hiki-kigyo-college.com
●ゴマ子さんによるミニ起業家のための「金ゴマすりワークショッ
プ」

比企起業大学卒業生のゴマ子さん@鳩山町が、ご自身の畑で

できた金ゴマを使ったワークショップを開催してくださいました！
実際にゴマを炒って、すり鉢ですると、ホワッと香ばしい香りが漂
います。そのゴマを、ゴマ子さん特製の米粉団子＆みたらしタレ

につけて食べると、絶品！子ども達も夢中で、すって食べていま
した。おいしかったです！ごちそうさまでした！


